
 

                                                                

進路だより（３年次・冬休み号）      令和6年12月25日 

                                                                           北海道札幌英藍高等学校 

 

大学一般選抜・冬休み中に出願開始です 
 

進路だより夏休み号でWEB出願についてお知らせしましたが、いよいよその時期がやってきました。あらためてWEB出願の 

基本的な流れを確認しましょう。まずは志望大学のホームページにアクセスし「WEB出願サイト」に進みます。 

※ 一部の大学ではWEB出願を行っていない場合があります。その際は「募集要項」の取り寄せ案内を確認してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Step １ 事前準備 

      インターネット環境が必要となります。「メールアドレス」の準備や、願書・郵送用のラベル・受験票などを印刷

するための「プリンター（カラー推奨）」が求められます（自宅にプリンターがない場合は、コンビニエンスストア

等のプリントサービス利用も可能です） 

＞出願開始＞ 

私立大学のほとんどは、お正月明け1/4～からWEB出願を受け付け、1/20～29あたりで締め切ります。冬休み 

中に【 Step ７ 出願書類の郵送 】準備まで済ませておくつもりでいましょう。なお「共通テスト利用入試」は締 

め切りが早いことも多く、もし冬休み中に締め切られる場合はしっかり郵送まで済ませて出願完了させてください 

（もちろん一般選抜も確認がしっかりできたら出願を完了させて大丈夫です） 

Step ４ WEB登録 

      大学ホームページ上で公開されている「募集要項」をよく確認して入力しましょう。入力上の注意や規制は厳守し 

てください。デジタル写真のアップロードも拡張子やサイズなど要注意です。 

Step ５ 入学検定料の支払い 

        支払いはコンビニエンスストア払い、金融機関払い、クレジット払い等が主流です。検定料の支払いが済まない 

と【 Step ６ 志願票（願書）、宛名ラベルの印刷 】に進めないことも多いです。 

Step ６ 志願票（願書）、宛名ラベルの印刷 

        印刷後は入力ミスがないかよく確認してください。受験日・受験方式・科目など変更がききませんので郵送前に 

       最後のチェックです。なお、郵送は「簡易書留速達」である場合がほとんどなので、間違ってポストに入れること 

     がないようにしてください。 

 

☆ この一連の出願作業を「志望大学の数だけ繰り返す」必要があります。ミスなく慎重に行うにはそれなりの時間がかかりま

す。冬休み中にしっかり進めていきましょう。 

☆ 疑問に思ったことは各大学の問い合わせ先に確認です。その際もマナーや礼儀を忘れずに。 

☆ 出願後も「受験票の印刷」や「合否確認」、「（合格者のみ）入学手続き」などさまざまな作業があります。 

 

 

 

 

 

 

北海学園大学入学者選抜要項より 

 

・各大学のホームページで「WEB出願サイト」にアクセス 

・ホームページ公開の「募集要項」をしっかり読み込んで、ミスなく出願 



大学入学共通テストに向けて 
 

冬休み明け最初の登校日は1/17(金)です。翌日には共通テストが控えて 

います。共テ受験生は最後の追い込みをかけたいところですが、その前に 

『受験上の注意』をよく確認しておきましょう。「普段の実力」、「普段 

以上の実力」を発揮するためには、その日その時のコンディションの在り 

様が要とも言えます。心の準備をしっかりしておくことが大切だと思って 

ください。 

 

○ 受験票、写真票、成績請求票を大切に 

   受験会場に持参するのは受験票、写真票です。 

成績請求票は「出願チケット」ですから大切に保管して、出願時に 

願書の所定の場所に貼り付けましょう。もちろん受験会場に持参し 

てもいいのですが、絶対に紛失しないでください。 

また、受験票・写真票に自分の写真を貼り、自署を済ませましたか 

９月にもらった『受験案内』には書いていないことが、今月配布の 

『受験上の注意』に書いてあるのです。例えば、 

・試験時間中に眼鏡をかける者は、眼鏡をかけて撮影してください。 

・写真は同一の写真を使用してください。裏面に氏名を記入してから貼付してください。 

・受験票、写真票の自署欄には、あらかじめ受験者本人が黒のボールペンで氏名を記入しておいてください。 

 筆跡照合に用いる可能性があります。 

などなど。ここからは『受験上の注意』冊子に注目していきましょう。 

 

○ 『受験上の注意』冊子には、当日のイメージトレーニングに不可欠な情報がたくさん 

  ・受験票に「上履き持参」と表示されている場合は、「上履き」と「下履きを入れる袋」を持参してください。 

   （…確認しましたか？） 

  ・解答には、必ず黒鉛筆（H、F、HBに限る）及びプラスチック製の消しゴムを使用してください。黒鉛筆以外のもの 

   （シャープペンシル等）を使用してマークした場合には、解答が読み取れないことがありますので、使用しないでく 

ださい。 

（…シャープペンシルはメモや計算に使用する場合のみ可、黒い芯に限る、ともあります。鉛筆に使い慣れておく 

必要があります） 

    ・試験室内で、コート類を着用しても差し支えありません。英文字や地図等がプリントされている服等は着用しないで 

ください。着用している場合には、脱いでもらうことがあります。 

 

さらに、もっと重要な連絡も記載されています。 

 

  ・「地理歴史、公民」及び「理科」の試験時間において「２科目受験する」と登録した場合は、試験当日に１科目のみ 

   を受験することはできません。このため、遅刻者の試験室への入室限度（9:50）までに入室しないと、後半の第２ 

解答科目を含めて、その時間は一切受験することができません。また、第１解答科目のみを受験し、途中退室するこ 

ともできません。 

 

  白く薄い冊子で一見目立ちませんが、『受験上の注意』は当日の具体的なイメージから受験の根幹に関わる重要な情報が詰 

まっています。必ず熟読してから追い込み学習に取り組んでください。 

 

 

 

進路が決まった人もよい冬休みを

 

 

 

 


